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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱源設備と、制御信号に応答して前記熱源設備からの冷温水を用いて室温を制御する複
数台の空調機に接続し、
　前記熱源設備が対象とする総熱負荷が、予め指定する上限値を超過するときにその超過
を判定する負荷上限超過判定部と、前記複数台の空調機の負荷の再演算を行う熱負荷演算
部と、前記総熱負荷が前記上限値を超過しない空調スケジュールを決定する空調負荷組合
せ部と、前記空調スケジュールに基づいた運転を行う様に前記複数台の空調機に前記制御
信号を出力する空調機制御指令設定部とを備えることを特徴とする空調運転制御システム
。
【請求項２】
　前記空調負荷組合せ部が、前記空調スケジュールとして、前記総熱負荷が前記上限値を
超えないように、前記複数台の空調機の設定温度とその起動時刻を決定することを特徴と
する請求項１記載の空調運転制御システム。
【請求項３】
　前記空調負荷組合せ部が、前記総熱負荷から前記複数台の空調機による負荷を差し引い
た値と、前記上限値とに基づいて、前記複数台の空調機がとることのできる負荷範囲を求
め、
　前記熱負荷演算部が、前記複数台の空調機の起動時刻を仮におき、その時刻から連続的
に設定温度を変化させて目標とする時刻に目標とする温度に到達するようにした時の各室
温の変化による熱負荷を演算し、
　前記空調負荷組合せ部が、演算した前記熱負荷が前記負荷範囲を一時的に超過しないか
を判定し、一時的に超過する場合は起動時刻をさらに前の時刻に移動することを繰り返し
、一時的に超過しなくなったときの、前記複数台の空調機の時間に対する設定温度を最終
的な設定温度として、この時の仮の起動時刻を起動時刻として、前記空調スケジュールを
決定することを特徴とする請求項２記載の空調運転制御システム。
【請求項４】
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　前記空調負荷組合せ部が、前記複数台の空調機の1台に対して、所定の時刻に当該空調
機が対象とする部屋に設定したい目標温度から、所定温度だけ高い(冷房の場合、暖房の
場合は低い)前記部屋の温度Tの状態で、仮の時刻より運転を開始するとして、当該空調機
の設定温度を目標温度とした場合に前記所定の時刻に前記目標温度に到達しているかを判
断し、到達していない場合は順次運転開始時刻を前の時刻にすることで、前記所定の時刻
に前記目標温度に到達する最も近い時刻tを当該空調機の目標温度設定時刻として決定し
、さらにそれより所定温度高い(低い)温度から、前記時刻tに温度Tになるような時刻を求
めて、それを設定温度の設定時刻として決定していく処理を順次繰り返し、所定温度高い
温度が、室温を超えた後の設定温度の設定時刻を、当該空調機の起動時刻として決定し、
　前記熱負荷演算部は、決定した前記起動時刻に基づいて当該空調機の負荷を再演算して
、前記総熱負荷を求め、
　前記負荷上限超過判定部が、求めた前記総熱負荷が前記上限値を超過しないかを判定し
、
　前記空調負荷組合せ部が、前記総熱負荷が前記上限値を超過している場合は予め定めた
前記複数の空調機の優先順位に従い、前記複数の空調機の他の1台の空調機に対して負荷
を演算して、前記総熱負荷を求め、前記上限値を上回らなくなった時点でその操作を終了
することで、前記空調スケジュールを決定することを特徴とする請求項２記載の空調運転
制御システム。
【請求項５】
　前記空調負荷組合せ部は、前記複数の空調機の前記優先順位を、前記複数の空調機の負
荷の最大値が大きいものから順に設定することを特徴とする請求項４記載の空調運転制御
システム。
【請求項６】
　前記空調負荷組合せ部が、所定の時刻に前記複数の空調機が対象とする部屋に設定する
目標温度を設定温度に維持し、前記複数の各空調機の起動時刻を変化させることを特徴と
する請求項１記載の空調運転制御システム。
【請求項７】
　前記空調負荷組合せ部が、前記複数台の空調機の負荷を、前記複数台の各空調機が起動
可能と設定する最も早い時刻に起動するとした空調負荷を、前記熱負荷演算部が作成した
空調負荷を時間に対して並行移動することにより作成し、予め定めておく優先順位の高い
空調機から順に、前記総熱負荷から前記複数台の空調機以外の空調負荷を引いた空調機以
外の熱負荷と足し合わせ、前記上限値を一時的に超過した場合には、現在足し合わせてい
る前記複数台の空調機の空調負荷を所定時間だけ進めた位置にずらして足し合わせ、この
処理を一時的な上限の超過がなくなるまで繰り返し、一時的な上限の超過がなくなったら
、前記複数台の各空調機の負荷を、起動可能と設定する最も早い時刻より所定時間だけ進
んだ時刻に起動するとした空調負荷を時間に対する並行移動を行うことで作成し、平行移
動した前記空調負荷に対して前記足し合わせ処理を行い、さらに所定時間だけ進んだ時刻
に起動する空調負荷を作成し、この処理を順次繰り返し、足し合わせる前記複数台の空調
機の起動時刻が移動を行う前の前記複数台の空調機の起動時刻と一致しても一時的な上限
の超過を避けられなくなるまで繰り返し、その前までに得られている空調負荷の組合せか
ら前記空調スケジュールを決定することを特徴とする請求項６記載の空調運転制御システ
ム。
【請求項８】
　前記空調負荷組合せ部が、前記複数台の空調機の前記優先順位を熱負荷の上限値が大き
いものから順に設定することを特徴とする請求項７記載の空調運転制御システム。
【請求項９】
　前記熱負荷演算部が、決定した前記空調スケジュールに基づいた総熱負荷を演算し、
　前記負荷上限超過判定部が、前記上限値を超過しているかを判定し、
　超過している場合は、前記空調負荷組合せ部が、再度前記複数台の空調機の前記空調ス
ケジュールを決定することを特徴とする請求項８記載の空調運転制御システム。
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【請求項１０】
　前記熱負荷演算部が、前記複数台の空調機の中で最も早い時刻に起動する空調機の起動
時刻に、起動するとした空調負荷を求め、
　前記空調負荷組合せ部が、前記複数台の空調機の負荷を、前記熱負荷演算部が求めた前
記空調負荷を時間に対して並行移動することにより作成し、予め定めておく優先順位の高
い空調機から順に、前記総熱負荷から前記複数台の空調機以外の空調負荷を引いた空調機
以外の熱負荷と足し合わせ、前記上限値を一時的に超過した場合には、足し合わせ途中の
前記複数台の空調機の空調負荷を所定時間だけ進めた位置にずらして足し合わせ、この処
理を一時的な上限の超過がなくなるまで繰り返し、
　足し合わせ途中の前記複数台の空調機の起動時刻が移動を行う前の前記複数台の空調機
の起動時刻と一致しても一時的な上限の超過を避けられない場合は、各空調機の負荷を、
前記複数台の空調機の中で最も早い時刻より所定時間だけ前の時刻に起動するとした負荷
を作成し、これに対して前記足し合わせ処理を行い、この処理を順次繰り返し、一時的な
上限の超過がなくなった時点の空調負荷の組合せから前記空調スケジュールを決定するこ
とを特徴とする請求項６記載の空調運転制御システム。
【請求項１１】
　前記空調負荷組合せ部が、前記複数台の空調機の前記優先順位を熱負荷の上限値が大き
いものから順に設定することを特徴とする請求項１０記載の空調運転制御システム。
【請求項１２】
　前記熱負荷演算部が、決定した前記空調スケジュールに基づいた総熱負荷を演算し、
　前記負荷上限超過判定部が、前記熱負荷演算部が演算した前記総熱負荷が前記上限値を
超過しているかを判定し、
　演算した前記総熱負荷が前記上限値を超過している場合に、空調負荷組合せ部は再度前
記空調機の前記空調スケジュールを決定することを特徴とする請求項１１記載の空調運転
制御システム。
【請求項１３】
　前記熱負荷演算部が、前記複数台の各空調機の設定温度を逐次変化させた第１の空調負
荷と、前記複数台の各空調機の起動時刻を元の起動時刻よりも早い時刻に起動するとした
第２の空調負荷を演算し、
　前記空調負荷組合せ部が、前記第１及び前記第２の空調負荷の内、前記複数台の各空調
機がどちらの負荷をとるか、また早い時刻に起動するとした負荷の場合はその起動時刻が
いつであるかを最適化の対象として、総CO2排出量等の指標を目的関数とした最適化問題
を混合整数計画問題等の最適化手法を用いて解くことで空調負荷の組合せを求め、前記空
調スケジュールを決定することを特徴とする請求項１記載の空調運転制御システム。
【請求項１４】
　熱源設備と、制御信号に応答して前記熱源設備からの冷温水を用いて室温を制御する複
数台の空調機に接続した空調運転制御システムにおける空調運転制御方法であって、
　前記空調運転制御システムは、前記複数台の空調機による負荷とそれ以外の熱負荷の和
である総熱負荷が、予め指定した上限値を超過するとき、前記複数台の各空調機の負荷を
再演算し、前記総熱負荷が前記上限値を超過しない空調スケジュールを決定し、それに基
づいた運転を行う様に、前記複数台の空調機に前記制御信号を出力することを特徴とする
空調運転制御方法。
【請求項１５】
　前記空調運転制御システムは、前記空調スケジュールとして、前記総熱負荷が前記上限
値を超えないように、前記複数台の空調機の設定温度とその起動時刻を決定することを特
徴とする請求項１４記載の空調運転制御方法。
【請求項１６】
　前記空調運転制御システムは、前記総熱負荷から前記複数台の空調機による負荷を差し
引いた値と、前記上限値とに基づいて、前記複数台の空調機がとることのできる負荷の範
囲を求め、前記複数台の空調機の起動時刻を仮におき、その時刻から連続的に設定温度を
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変化させて目標とする時刻に目標とする温度に到達するようにした時の各室温の変化によ
る熱負荷を演算し、
　演算した前記熱負荷が前記負荷範囲を一時的に超過しないかを判定し、一時的に超過す
る場合は起動時刻をさらに前の時刻に移動することを繰り返し、一時的に超過しなくなっ
たときの、前記複数台の空調機の時間に対する設定温度を最終的な設定温度として、この
時の仮の起動時刻を起動時刻として、前記空調スケジュールを決定することを特徴とする
請求項１５記載の空調運転制御方法。
【請求項１７】
　前記空調運転制御システムは、前記複数台の空調機の1台に対して、所定の時刻に当該
空調機が対象とする部屋に設定したい目標温度から、所定温度だけ高い(冷房の場合、暖
房の場合は低い)前記部屋の温度Tの状態で、仮の時刻より運転を開始するとして、当該空
調機の設定温度を目標温度とした場合に前記所定の時刻に前記目標温度に到達しているか
を判断し、到達していない場合は順次運転開始時刻を前の時刻にすることで、前記所定の
時刻に前記目標温度に到達する最も近い時刻tを当該空調機の目標温度設定時刻として決
定し、
　さらにそれより所定温度高い(低い)温度から、前記時刻tに温度Tになるような時刻を求
めて、それを設定温度の設定時刻として決定していく処理を順次繰り返し、所定温度高い
(低い)温度が、室温を超えた後の設定温度の設定時刻を、当該空調機の起動時刻として決
定し、
　決定した前記起動時刻に基づいて当該空調機の空調負荷を再演算し、前記総熱負荷を求
め、求めた前記総熱負荷が前記上限値を超過しないかを判定し、超過している場合は予め
定めた前記複数の空調機の優先順位に従い、前記複数の空調機の他の1台の空調機に対し
て負荷を演算して、前記総熱負荷を求め、前記上限値を上回らなくなった時点でその操作
を終了することで、前記空調スケジュールを決定することを特徴とする請求項１５記載の
空調運転制御方法。
【請求項１８】
　前記空調運転制御システムは、前記複数の空調機の前記優先順位を、前記複数の空調機
の負荷の最大値が大きいものから順に設定することを特徴とする請求項１７記載の空調運
転制御方法。
【請求項１９】
　前記空調運転制御システムは、所定の時刻に前記複数の空調機が対象とする部屋に設定
する目標温度を設定温度に維持し、前記複数の各空調機の起動時刻を変化させることを特
徴とする請求項１４記載の空調運転制御方法。
【請求項２０】
　前記空調運転制御システムは、前記複数台の空調機の負荷を、前記複数台の各空調機が
起動可能と設定する最も早い時刻に起動するとした空調負荷を、作成済みの空調負荷を時
間に対して並行移動することにより作成し、予め定めておく優先順位の高い空調機から順
に、前記総熱負荷から前記複数台の空調機以外の空調負荷を引いた空調機以外の熱負荷と
足し合わせ、前記上限値を一時的に超過した場合には、現在足し合わせている前記複数台
の空調機の空調負荷を所定時間だけ進めた位置にずらして足し合わせ、この処理を一時的
な上限の超過がなくなるまで繰り返し、
　一時的な上限の超過がなくなったら、前記複数台の各空調機の負荷を、起動可能と設定
する最も早い時刻より所定時間だけ進んだ時刻に起動するとした空調負荷を時間に対する
並行移動を行うことで作成し、平行移動した前記空調負荷に対して前記足し合わせ処理を
行い、さらに所定時間だけ進んだ時刻に起動する空調負荷を作成し、この処理を順次繰り
返し、足し合わせる前記複数台の空調機の起動時刻が移動を行う前の前記複数台の空調機
の起動時刻と一致しても一時的な上限の超過を避けられなくなるまで繰り返し、その前ま
でに得られている空調負荷の組合せから前記空調スケジュールを決定することを特徴とす
る請求項１９記載の空調運転制御方法。
【請求項２１】
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　前記空調運転制御システムは、前記複数台の空調機の前記優先順位を熱負荷の上限値が
大きいものから順に設定することを特徴とする請求項２０記載の空調運転制御方法。
【請求項２２】
　前記空調運転制御システムは、決定した前記空調スケジュールに基いた総熱負荷を演算
し、前記上限値を超過しているかを判定し、超過している場合は再度前記複数台の空調機
の前記空調スケジュールを作成することを特徴とする請求項２１記載の空調運転制御方法
。
【請求項２３】
　前記空調運転制御システムは、前記複数台の空調機の負荷を、前記複数台の空調機の中
で最も早い時刻に起動する空調機の起動時刻に、起動するとして求めた空調負荷を時間に
対して並行移動することにより作成し、
　予め定めておく優先順位の高い空調機から順に、前記総熱負荷から前記複数台の空調機
以外の空調負荷を引いた空調機以外の熱負荷と足し合わせ、前記上限値を一時的に超過し
た場合には、足し合わせ途中の前記複数台の空調機の空調負荷を所定時間だけ進めた位置
にずらして足し合わせ、この処理を一時的な上限の超過がなくなるまで繰り返し、
　足し合わせ途中の前記複数台の空調機の起動時刻が移動を行う前の前記複数台の空調機
の起動時刻と一致しても一時的な上限の超過を避けられない場合は、前記複数台の各空調
機の負荷を、前記複数台の空調機の中で最も早い時刻より所定時間だけ前の時刻に起動す
るとした負荷を作成し、これに対して前記足し合わせ処理を行い、この処理を順次繰り返
し、一時的な上限の超過がなくなった時点の空調負荷の組合せから前記空調スケジュール
を決定することを特徴とする請求項１９記載の空調運転制御方法。
【請求項２４】
　前記空調運転制御システムは、前記複数台の空調機の前記優先順位を熱負荷の上限値が
大きいものから順に設定することを特徴とする請求項２３記載の空調運転制御方法。
【請求項２５】
　前記空調運転制御システムは、決定した前記空調スケジュールに基づいた総熱負荷を演
算し、演算した前記総熱負荷が前記上限値を超過しているかを判定し、超過している場合
には再度前記複数台の空調機の前記空調スケジュールを行うことを特徴とする請求項２４
記載の空調運転制御方法。
【請求項２６】
　前記空調運転制御システムは、前記複数台の各空調機の設定温度を逐次変化させた第１
の空調負荷と、前記複数台の各空調機の起動時刻を元の起動時刻よりも早い時刻に起動す
るとした第２の空調負荷を演算し、前記第１及び前記第２の空調負荷の内、前記複数台の
各空調機がどちらの負荷をとるか、また早い時刻に起動するとした負荷の場合はその起動
時刻がいつであるかを最適化の対象として、総CO2排出量等の指標を目的関数とした最適
化問題を混合整数計画問題等の最適化手法を用いて解くことで空調負荷の組合せを求め、
前記空調スケジュールを決定することを特徴とする請求項１４記載の空調運転制御方法。
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